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荻
原

　
稔

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
井
上
正
鐡
門
中
・
禊
教
の
成
立
と
展
開
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
約

　
本
論
文
は
禊
教
の
教
祖
で
あ
る
井
上
正
鐡
の
生
涯
、
及
び
数
多
く
の
門
人
た
ち
の
活
動
と

思
想
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
資
料
・
史
料
の
他
に
、
三
十
年
以
上
に
わ
た
る

著
者
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
資
料
・
史
料
を
参
照
し
て
、
体
系
的
に
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
従
来
の
禊
教
研
究
の
水
準
を
は
る
か
に
凌
ぐ
、
き
わ
め
て
重
厚
な
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
大
き
く
三
章
か
ら
な
り
、
こ
れ
に
序
章
と
終
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。
序
章
で
は

本
論
文
の
目
的
・
構
成
と
基
本
的
文
献
の
紹
介
の
後
、
研
究
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
明
治
期
に
遺
文
集
や
伝
記
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
、
戦
後
、
昭
和
四
十
年
代
に
國

學
院
大
學
の
研
究
者
た
ち
に
よ
り
、
遺
文
の
厳
密
な
校
訂
や
、
伝
記
の
比
較
、
教
団
成
立
史

の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
以
後
の
研
究
の
礎
石
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
章
で
は
井
上
正
鐡
自
身
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
沿
っ
た
教
義
や
行
法
の
成
立
過
程

が
、
周
辺
事
項
の
研
究
成
果
を
含
め
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
父
親
や
自
身
の
宗
教
体
験
、

そ
し
て
神
道
家
に
な
る
に
至
る
ま
で
の
時
期
が
視
野
に
収
め
ら
れ
、
正
鐡
の
教
化
活
動
の
発

生
過
程
が
丹
念
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
天
保
末
期
の
井
上
正
鐡
自
身
に
よ
る

活
動
か
ら
、
明
治
前
期
の
教
派
神
道
成
立
期
を
つ
な
ぐ
後
継
者
た
ち
（
門
中
）
の
模
索
的
な

教
化
活
動
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
政
府
か
ら
の
公
認
を
受
け
た

も
の
の
、
内
部
で
統
一
の
取
れ
な
い
「
吐
菩
加
美
講
」
と
、
当
時
の
混
乱
か
ら
抜
け
出
て
神

道
教
派
と
し
て
の
独
立
を
目
指
し
た
坂
田
鐡
安
の
教
会
の
関
係
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
大
成

教
の
傘
下
に
入
っ
て
や
が
て
衰
微
し
て
い
っ
た
教
会
の
今
日
に
至
る
ま
で
の
展
開
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
終
章
で
は
、
著
者
の
研
究
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
再
度
確
認
さ
れ
、
今
後
の

課
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
第
一
章
井
上
正
鐡
の
思
想
と
行
法
の
成
立
と
展
開
」
は
、
以
下
の
六
つ
の
節
か
ら
な
る
。

「
第
一
節
　
井
上
正
鐡
門
中
の
現
存
行
法
の
諸
相
」、「
第
二
節
　
井
上
正
鐡
の
思
想
と
行
法

の
源
泉
」
、
「
第
三
節

　
教
化
活
動
の
準
備
と
展
開
」、「
第
四
節

　
井
上
正
鐡
の
教
化
活
動
」、 
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「
第
五
節

　
白
川
家
と
の
相
互
関
係
」、「
第
六
節

　
三
宅
島
で
の
活
動
と
門
中
」。

　
残
さ
れ
た
資
料
と
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
行
法
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
検
討
し
た
結
果
、

井
上
正
鐡
の
行
法
の
基
本
形
は
、
無
声
の
深
呼
吸
と
、
一
定
の
誦
詞
を
大
声
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

繰
り
返
し
唱
え
続
け
る
行
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
思
想

と
行
法
の
源
泉
と
し
て
、
救
済
の
志
の
原
点
で
あ
る
父
の
安
藤
眞
鐡
、
具
体
的
な
救
済
技
術
と

し
て
の
医
術
の
師
で
あ
る
磯
野
弘
道
、
観
相
と
慎
食
に
よ
る
開
運
思
想
の
師
で
あ
る
水
野
南
北
、

救
済
の
根
元
を
な
す
「
信
心
」
の
師
で
あ
る
未
詳
の
女
性
導
師
、
神
道
の
伝
統
と
神
職
と
し
て

の
社
会
的
な
活
動
の
根
拠
と
な
る
神
祇
伯
白
川
家
の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
最
晩
年
の
三
宅
島
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
熱
病
等
の
治
療
、
助
産
術
や
養
蚕
の
技
術
指
導
、

貯
水
池
の
試
作
な
ど
に
よ
り
島
民
の
生
活
向
上
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
や
鎮
守
の
神
社

で
の
教
化
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、
本
土
の
門
中
に
対
し
て
は
、
物
資
の
送
付
や
拠
点
作
り
へ
の

資
金
援
助
な
ど
を
依
頼
し
つ
つ
、
書
簡
に
よ
る
指
導
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　「
第
二
章
　
初
期
井
上
正
鐡
門
中
の
展
開
」
は
、以
下
の
七
つ
の
節
か
ら
な
る
。「
第
一
節
　
初

期
井
上
正
鐡
門
中
の
活
動
の
概
要
」、「
第
二
節

　
妻
安
西
男
也
の
生
活
と
活
動
」、「
第
三
節
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三
浦
知
善
の
活
動
」、「
第
四
節

　
野
澤
鐡
教
と
加
藤
鐡
秀
の
活
動
」、「
第
五
節

　
高
声
念
仏
の

展
開
」、「
第
六
節

　
備
前
開
教
者
伊
藤
祐
像
の
活
動
」、「
第
七
節

　
坂
田
鐡
安
の
活
動
」。

　
正
鐡
の
弟
子
た
ち
（
門
中
）
の
活
動
の
状
況
が
、
正
鐡
の
遠
島
（
一
八
四
三
年
）
か
ら
明
治

維
新
後
の
布
教
公
認
（
一
八
七
二
年
）
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
わ
た
っ
て
、
残
さ
れ
た
手
紙
類

な
ど
に
基
づ
き
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
門
中
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
梅
田
神
明

宮
で
の
三
年
間
、
三
宅
島
に
遠
島
と
な
っ
た
正
鐡
が
存
命
中
の
六
年
間
、
活
動
沈
滞
の
五
年
間
、

安
政
の
復
興
後
の
八
年
間
、
文
久
の
取
締
か
ら
布
教
公
認
ま
で
の
十
年
間
と
い
う
五
つ
の
期
間

に
区
分
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
展
開
過
程
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
門
中
は
三

度
に
わ
た
る
取
り
締
ま
り
を
経
験
す
る
が
、文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
の
三
度
目
の
取
締
に
よ
り
、

有
力
教
師
が
所
払
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
活
動
継
続
の
可
能
性
を
模
索
し
た
多
様

化
と
広
域
化
が
進
ん
で
明
治
を
迎
え
た
と
い
う
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
第
三
章
　
教
派
神
道
と
し
て
の
禊
教
の
成
立
と
展
開
」
は
次
の
三
節
か
ら
な
る
。「
第
一

節
　
「
吐
菩
加
美
講
」
の
成
立
と
分
裂
」、「
第
二
節
　「
大
成
教
禊
教
」
諸
教
会
の
変
遷
」、 

「
第
三
節
　
「
禊
教
」
の
独
立
と
展
開
」。
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こ
こ
で
は
神
道
教
派
と
し
て
の
組
織
化
と
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
展
開
過
程
が
考
察
さ
れ

て
い
る
。
東
宮
千
別
に
よ
る
準
備
過
程
、
平
山
省
斎
が
〈
禊
教
総
管
〉
に
就
任
し
た
こ
と
に

よ
る
教
団
体
制
の
強
化
、
東
宮
千
別
、
平
山
省
斎
没
後
の
ま
と
ま
り
の
弱
ま
り
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
井
上
正
鐡
と
そ
の
後
継
者
た
ち
に
よ
る
約
百
五
十

年
に
わ
た
る
教
化
活
動
の
展
開
過
程
が
、
き
わ
め
て
実
証
的
に
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

い
ず
れ
の
節
に
も
「
は
じ
め
に
」
と
「
ま
と
め
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
の
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
と
結
論
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
資
料
編
も
充
実
し
て
い
る
。
出
典
を
明
示
し
た
き
わ
め
て
詳
細
な
年
表
が
付
さ
れ
て
い
る

他
、
「
井
上
正
鐡
門
中
関
係
地
図
（
天
保
年
間
か
ら
明
治
二
十
年
代
ま
で
）」、「
井
上
正
鐡
門

中
道
統
・
教
会
系
統
略
図
」
な
ど
の
資
料
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
門
人
の
分
布
や
系
統
が
一

覧
で
き
る
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
が
、
多
大
な
労
力
を
費
や
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
戦
前
に
神
道
十
三
派
と
称
さ
れ
た
教
派
の
な
か
で
、
研
究
の
蓄
積
が
比
較
的

乏
し
か
っ
た
部
類
に
属
す
る
禊
教
に
関
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
調
査
研
究
を
踏
ま
え
て
、
非

常
に
緻
密
な
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
研
究
史
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
禊
教
の
教
祖
井
上
正
鐡
は
幕
末
に
江
戸
で
行
っ
た
宗
教
活
動
が
問
題
視
さ
れ
、
天
保
十
四

（
一
八
四
三
）
年
に
寺
社
奉
行
よ
り
三
宅
島
へ
の
遠
島
を
申
し
付
け
ら
れ
、
同
島
に
配
流
と

な
り
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
同
地
で
死
去
し
て
い
る
。
教
祖
が
処
罰
さ
れ
配
流
先
で

死
去
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
、
他
の
神
道
教
派
の
形
成
過
程
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
に

よ
り
禊
教
の
展
開
は
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
と
な
っ
た
。
通
常
は
教
祖
が
晩
年
に
至
る
ま
で

教
派
形
成
の
中
核
に
位
置
し
、
そ
の
後
継
者
に
よ
っ
て
組
織
が
展
開
し
て
い
く
。
し
か
し
、 

禊
教
の
場
合
、
運
動
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く
教
祖
が
配
流
処
分
を
受
け
た
こ
と
で
、
運
動
の

初
期
の
段
階
か
ら
複
数
の
核
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く
の
弟
子
た
ち
（
門
中
）
が
、

各
地
で
正
鐡
の
教
え
を
広
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
禊
教
全
体
に
つ
い
て
の
体
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系
的
研
究
を
困
難
に
し
て
き
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
本
論
文
は
多
様
に
分
か
れ

て
展
開
し
た
組
織
に
つ
い
て
、
多
く
の
資
・
史
料
の
収
集
と
実
態
調
査
と
を
根
気
強
く
続
け
、

そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
門
中
の
活
動
の
流
れ
は
、
大
き
く
分
け
る
な
ら
ば
、
現
在
の
禊
教
に
つ
な
が
る
系
譜
と
、

大
成
教
に
所
属
し
て
活
動
し
た
系
譜
と
の
二
つ
が
あ
る
が
、
現
在
の
禊
教
に
つ
な
が
る
系
譜

以
外
の
研
究
は
従
来
き
わ
め
て
乏
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
以
外
の
小
規
模
な
流
れ
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
論
文
は
そ
れ
ら
を
ほ
と
ん
ど
余
す
こ

と
な
く
調
べ
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
門
中
の
活
動
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
門
中
の
活
動
が
関
東
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
全
国
の
広
い
地
域
で
な
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
明
確
に
実
証
し
て
い
る
。

　
正
鐡
と
門
中
と
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り
を
保
っ
た
か
は
、
両
者
が
交
わ
し
た
手
紙
類
に

よ
っ
て
基
本
的
な
こ
と
が
知
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
一
言
一
句
、
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
三
宅
島
に
配
流
さ
れ
て
か
ら
の
や
り
と
り
は
、
言
外
に
思

い
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
も
考
慮
し
つ
つ 
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分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
複
雑
な
禊
教
の
展
開
を
考
え
る
上
で
は
、
ど
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
に

つ
い
て
の
分
析
が
重
要
と
な
る
が
、
本
論
文
で
は
い
ず
れ
か
の
系
統
（
道
統
）
の
立
場
に
偏
る

こ
と
な
く
、
客
観
的
な
把
握
に
努
め
て
お
り
、
信
頼
の
置
け
る
分
析
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
明
治
維
新
後
、
禊
教
が
一
派
独
立
し
た
の
は
一
八
九
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
神
宮
教
、
大

社
教
、
扶
桑
教
、
実
行
教
、
神
習
教
、
大
成
教
、
御
嶽
教
の
七
教
派
が
一
派
独
立
を
公
認
さ

れ
た
一
八
八
二
年
か
ら
十
二
年
遅
れ
て
い
る
。
だ
が
、
幕
末
期
の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
と
対

比
す
る
と
、
維
新
後
の
活
動
は
か
な
り
自
由
な
も
の
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
門
中
に
多

く
の
武
士
階
級
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
人
脈
が
有
し
た
機
能
に
つ

い
て
も
的
確
に
ま
と
め
て
あ
る
。
さ
ら
に
教
派
神
道
体
制
が
安
定
化
し
た
明
治
中
期
以
降
の

禊
教
の
複
雑
な
展
開
に
つ
い
て
も
、
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
日
の
禊
教
の
活
動

や
組
織
の
特
徴
を
理
解
す
る
上
で
、
非
常
に
有
用
で
あ
る
。

　
地
域
的
展
開
と
い
う
面
に
お
い
て
も
、
門
中
の
日
本
全
国
に
わ
た
る
活
動
が
つ
ぶ
さ
に
調

べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
記
さ
れ
た
一
覧
は
、
門
中
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同
士
の
細
か
な
関
係
も
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
ど
の
よ
う
な
組
織
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
消
滅
し
た
か
も
分
か
る
。
現
存
す
る
十
九
の
会

が
ど
の
よ
う
な
道
統
関
係
に
属
す
る
か
が
説
明
さ
れ
、
か
つ
図
示
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
明

快
で
あ
る
。

　
四
十
頁
に
わ
た
る
年
表
は
出
典
が
逐
一
明
記
さ
れ
、
付
属
資
料
の
地
図
、
関
係
図
と
と
も
に
、

研
究
者
に
と
っ
て
利
用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
索
引
が
必
ず
し
も
網
羅
的
で
な
い
こ
と

が
唯
一
惜
し
ま
れ
る
点
で
あ
る
。

　
著
者
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
門
中
活
動
に
つ
い
て
も
多
く
の
資
・
史

料
を
発
掘
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
に
よ
っ
て
関
係
者
の
談
話
を
収
集
し
、
現
況
も
把

握
し
て
、
井
上
正
鐡
と
そ
の
後
継
者
た
ち
の
活
動
を
、
現
在
に
至
る
ま
で
綿
密
に
た
ど
っ
て 

い
る
。
従
来
の
禊
教
に
関
す
る
研
究
が
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
教
団
資
料
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
、
独
自
に
収
集
し
た
資
・
史
料
を
用
い
て
の
研
究
は
、
き
わ
め
て
学
術
的
意
義

の
高
い
も
の
で
、
今
後
の
禊
教
研
究
、
さ
ら
に
教
派
神
道
研
究
全
般
に
対
し
て
も
、
多
大
な

貢
献
を
な
す
も
の
と
評
価
で
き
る
。
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以
上
の
審
査
結
果
に
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
荻
原
稔
は
、
博
士
（
宗
教
学
）
の
学
位

を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
。

　
　
平
成
三
十
年
十
二
月
五
日

主
　
査

　
　
國
學
院
大
學
客
員
教
授

　
　
井

　
上

　
順

　
孝

　
㊞

　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
遠
　
藤
　
　
　
潤
　
㊞
　

副
　
査

　
　
東
京
工
業
大
学
教
授

　
　
弓
　
山
　
達
　
也
　
㊞
　

國
學
院
大
學
兼
任
講
師
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荻
原

　
稔

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
本
大
学
院

の
博
士
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
　
平
成
三
十
年
十
二
月
五
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
客
員
教
授
　
　
井
　
上
　
順
　
孝
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
遠
　
藤
　
　
　
潤
　
㊞
　

副
　
査
　
　
東
京
工
業
大
学
教
授
　
　
弓
　
山
　
達
　
也
　
㊞
　

國
學
院
大
學
兼
任
講
師
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